
平成23年 12 月 22 日/首都高速道路株式会社

首都高速道路株式会社第７期（平成２４年３月期）中間決算のポイント
（会計期間：平成２３年４月１日～平成２３年９月３０日）

１．平成24年 3月期中間期の連結業績 
（単位：億円） 

H24/3期 H23/3期
中間期(A) 中間期(B) (A)‐(B) ％

 営業収益 1,319 1,313 6 0.5%
高速道路事業 1,266 1,293 ▲ 27 ▲2.1%
料金収入等 1,235 1,241 ▲ 6 ▲0.5%
道路資産完成高 30 52 ▲ 21 ▲40.6%

関連事業 55 21 33 155.3%
駐車場事業 13 13 0 ▲5.0%
受託事業 33 0 32 3,915.5%
その他の事業 8 7 1 22.5%

 営業費用 1,252 1,316 ▲ 63 ▲4.8%
高速道路事業 1,201 1,298 ▲ 97 ▲7.5%
(うち道路資産賃借料) (912) (986) (▲ 73) (▲7.5%)

関連事業 52 18 34 183.6%
駐車場事業 11 11 0 ▲3.6%
受託事業 33 0 32 3,634.0%
その他の事業 7 6 1 28.4%

 営業損益 67 ▲ 2 69 ―
高速道路事業 65 ▲ 5 70 ―
関連事業 2 3 0 ▲18.5%

 経常損益 68 ▲ 2 71 ―
 中間純損益 34 ▲ 2 36 ―

　営業損益

対前年増加額・率

　営業費用

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。

□営業収益については、高速道路事業において、交通量が１１１.２万台／日（前年同期比１.９％

減、２.１万台／日減）と減少した結果、減収となりましたが、関連事業において、国、地方公共

団体等の委託に基づく受託事業が増加した結果、１，３１９億円（同６億円増）となりました。 

□営業費用については、高速道路事業において、機構との協定に基づく道路資産賃借料が前年同期

より減少し、１，２５２億円（前年同期比６３億円減）となりました。 

□以上の結果から、営業利益６７億円（前年同期は営業損失２億円）となりました。 

□なお、経常利益６８億円（前年同期は経常損失２億円）、中間純利益３４億円（前年同期は中間

純損失２億円）となりました。 



２．平成24年 3月期の連結業績予想 

（単位：億円） 

H24/3期 H23/3期
見通し(A) 実績(B) (A)‐(B) ％

 営業収益 2,892 2,983 ▲ 91 ▲3.1%
高速道路事業 2,647 2,911 ▲ 264 ▲9.1%
料金収入等 2,446 2,437 8 0.4%
道路資産完成高 201 473 ▲ 272 57.6%

関連事業 245 75 169 224.8%
駐車場事業 26 26 0 ▲3.1%
受託事業 203 32 170 520.2%
その他の事業 14 15 ▲ 1 ▲11.7%

 営業費用 2,880 2,948 ▲ 68 ▲2.3%
高速道路事業 2,640 2,882 ▲ 242 ▲8.4%
(うち道路資産賃借料) (1,841) (1,803) (37) (2.0%)

関連事業 240 69 170 245.1%
駐車場事業 22 22 0 ▲0.8%
受託事業 204 32 171 536.3%
その他の事業 13 15 ▲ 2 ▲15.0%

 営業利益 12 34 ▲ 22 ▲64.9%
高速道路事業 7 28 ▲ 21 ▲75.3%
関連事業 4 5 ▲ 1 ▲32.0%

 経常利益 12 31 ▲ 19 ▲61.7%
 当期純利益 5 13 ▲ 8 ▲64.1%

　営業損益

対前年増加額・率

　営業費用

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。

□営業収益は２，８９２億円、営業利益は１２億円、経常利益は１２億円、当期純利益は５億円と

なる見込みです。 

□料金収入等については、利用交通量が前年並みとなる見込みであるため、前年と同程度を見込ん

でいます。なお、平成２４年１月１日に距離別料金へ移行しますが、料金収入等への影響はない

ものと見込んでいます。

□道路資産完成高については、営業中路線の修繕等に伴う機構への引渡しを計上しています。

□関連事業については、国、地方公共団体等の委託に基づく受託事業及び駐車場事業等の売上を計

上しています。 

□上記に記載した予想数値は、現時点での情報により判断した見通しであり、多分に不確定な要素

を含みます。実際の業績等は様々な要素により上記予想数値と異なる場合があります。



（参考）個別業績の概要 
（単位：億円） 

H24/3期 H23/3期 H24/3期
中間期(A) 中間期(B) (A)‐(B) ％ 見通し(C)

 営業収益 1,308 1,304 3 0.3% 2,871
高速道路事業 1,265 1,293 ▲ 28 ▲2.2% 2,646
料金収入 1,234 1,241 ▲ 7 ▲0.6% 2,445
道路資産完成高 30 52 ▲ 21 ▲40.6% 201
その他の売上高 0 0 0 ▲39.6% 0

関連事業 43 11 32 293.3% 224
駐車場事業 8 9 0 ▲3.8% 17
受託事業 33 0 32 4,630.8% 203
その他の事業 1 1 0 11.4% 3

 営業費用 1,247 1,314 ▲ 66 ▲5.1% 2,867
高速道路事業 1,204 1,304 ▲ 99 ▲7.7% 2,643
道路資産賃借料 912 986 ▲ 73 ▲7.5% 1,841
道路資産完成原価 30 52 ▲ 21 ▲40.6% 201
管理費用 261 266 ▲ 4 ▲1.8% 600

関連事業 43 9 33 336.6% 223
駐車場事業 8 7 0 2.6% 16
受託事業 33 0 32 3,606.6% 204
その他の事業 1 1 0 2.5% 2

 営業損益 61 ▲ 9 70 ― 3
高速道路事業 60 ▲ 10 71 ― 2
関連事業 0 1 0 ▲51.9% 1

 経常損益 63 ▲ 7 70 ― 6
 中間純損益 33 ▲ 3 36 ― 2

対前年増加額・率

　営業損益

　営業費用

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。

□上記に記載した予想数値は、現時点での情報により判断した見通しであり、多分に不確定な要素

を含みます。実際の業績等は様々な要素により上記予想値と異なる場合があります。


